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Ⅰ、本事業の背景と目的 

  

 本事業の目的は、千代田区で開業している歯科医院が医療連携を円滑におこなうことによ

り、区民の口腔内のみならず全身の健康増進を図ることである。 

 我々歯科医がおこなう医療連携には、歯科治療における病診連携（開業医と大学病院など）

と、医科歯科連携が挙げられる。 

 病診連携において現在の歯科医療は高度に細分化され、これまでより各分野の専門性が高

まっている。 

 それに伴い患者の治療に対する要求も厳しくなり、開業医のみで患者が満足する治療終結

は困難な症例が増えているように思われる。 

 また、歯科治療にともなう様々な原因による偶発症も報告されるようになったため病診連

携が注目されるようになり、紹介状（診療情報提供書）による高次医療機関への患者紹介が

なされ、治療後は再度紹介医での定期管理をおこなうという流れができつつある。これは専

門的治療を高次医療機関に任せることにより、患者は安心・安全な治療を受けられたと感じ

満足度が高まる結果となる。 

 医科歯科連携においては糖尿病をはじめとする様々な全身疾患が口腔内疾患と関連し、口

腔内が健康になることで全身にも良い影響を及ぼすとの報告が数多くなされている。 

 一方、口腔機能低下による誤嚥性肺炎や、抜歯などの観血的処置により重大な偶発症が起

きる糖尿病などの全身疾患も存在する。また近年では医科歯科連携のみならず、薬剤師など

の医療職種とのチーム医療の必要性が高まっている。 

 本事業では、まず千代田区内の歯科医院での医療連携の現状を把握し、それをさらに促す

べくシステムの構築や媒体の作成をおこない、一定期間後の再評価により質の高いプログラ

ムを構築することである。 
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Ⅱ、研究方法 

千代田区内に開設されている歯科医院 282 医院に対して医療連携に対するアンケート（第１

回）を実施した。アンケートは東京都歯科医師会公式ホームページより調べた千代田区内に

開設している歯科医院に郵送した。そして回答を郵送していただき回収を行った。アンケー

ト結果を元に医院向け医療連携推進ポスターと患者説明用パンフレットの作成、配布を行っ

た。その後、再度アンケート（第２回）を実施した。 

なお、本研究は日本歯科大学倫理委員会（NDU-T-2020-55）の承認のもと実施された。 

 

Ⅲ、第１回アンケート 

 

【アンケート内容】 

歯科病診連携  

①歯科医療体制について  

②-１大学病院（歯科）への紹介を行っているか  

②-２紹介の頻度  

③紹介先の診療科の種類  

④紹介先の対応についての満足度  

⑤連携先の病院名 

 

医科歯科連携  

⑥-１医科歯科連携を行っているか  

⑥-２医科歯科連携の頻度  

⑦医科への医療連携をする目的  

⑧医科紹介先の対応の満足度   

⑨その他、改善点や希望など 
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【結果】 

千代田区内に開設している歯科医院全 282 医院中 115 医院から回答を得た。（回答率

40.07%）  

①貴院の歯科医療体制について教えてください 

在籍歯科医師の人数平均が 2,11 人、ユニット台数平均 3.75 台であった。 

 

 

 

 

②-１大学病院（歯科）への紹介について教えてください 現在、紹介をしていますか 

  115 医院中 113 医院（９７％）が「はい」と答えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図１ 歯科大学病院への紹介の割合 

表１ 在籍歯科医師数とユニット台数の平均 
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②-２ 前の質問で「はい」とお答えの医院に、その頻度も教えてください 

「２〜３ヶ月に１回」が最大（３６医院）で、「月５回以上」が最少（３医院）であっ

た。 

 

 

 

③紹介先の診療科を教えてください ※複数選択可 

紹介先の診療科について他と大いに差をつけて「口腔外科」が最も紹介が多く、次い

で「顎関節」、「歯内治療（歯の根の治療）」の順で多かった。 

 

 

 

図２ 歯科大学病院への紹介の頻度 

図３ 紹介先の診療科の種類 
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④紹介先の対応について、満足度を５（非常に満足）４（やや満足）３（普通）２（やや

不満）１（非常に不満）のうち選んでください 

「やや満足」が４２医院で一番多い結果となった。 

 

 

 

 

⑤連携先の病院名を教えてください ※複数選択可 

東京医科歯科大学 東京歯科大学 日本大学 日本歯科大学 その他 で回答して

もらった。 

東京医科歯科大学 東京歯科大学 日本大学 日本歯科大学 その他 

４０ ６２ ４０ ５３ １５ 

 

 

 

図４ 紹介先の診療科の種類 

表２ 連携先の病院 
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紹介先にて良かったこと、医療連携のメリットを感じたことはなんですか 

予約が取りづらく対応が遅いが１０件、土日の対応があると良いが６件、対応しても

らった歯科医師に差がある が５件、オンラインでのやりとり希望が２件あった 

 

 

 

 

 

 

⑥-１現在、医科歯科連携をされていますか 

現在医科歯科連携をしていると回答した歯科医院は７６医院（６６%）であり、していな

いと回答した歯科医院は３９医院（３４%であった。） 

 

 

 

 

 

図５ 医科歯科連携の割合 

表３ 病診連携についての自由記載 



8 

 

⑥-２ 前の質問で「はい」とお答えの医院に、その頻度も教えてください 

「年に１〜３回」が一番多く２６医院であった。 

 

 
 

 

 

⑦医科に対して医療連携をする目的を教えてください ※複数選択可 

医科への医療連携の目的で一番多かったのは「全身状態の照会」、次に多かったのは「医

科への診療の依頼」であった。 

 

 

 

図６ 医科歯科連携の頻度 

図７ 医科歯科連携の目的 

図７  
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⑧紹介先の対応について、満足度を５（非常に満足）４（やや満足）３（普通）２（やや

不満）１（非常に不満）のうち選んでください 

連携先の医療機関の対応についての満足度は「やや満足」が一番多い結果となった。 

 

 

⑨医科に紹介してよかったこと、紹介先に希望する改善点、意見などを教えてください 

 

 

 

以上の結果から入手した現状の問題点を踏まえ、医療連携を促す媒体（ポスター・パンフ

レット）の作成と配布を行い、その効果についても検討した。 

 

 

図８ 連携先の対応についての満足度 

表４ 医科歯科連携についての自由記載 
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Ⅳ、ポスターおよびパンフレット 

【医療連携を促す媒体】２種類①医院向け医療連携のポスター 

⇒双方の医療機関でカルテの算定ができるということを強調し、医科歯科連携の啓発を狙

った。 

 

 

図９ 医療連携啓発ポスター 
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②患者向けパンフレット 

わかりやすい言葉で医療連携の説明、医療連携を行なった際に患者さん自身が受けるメリッ

トの説明を行った。特に患者自ら自分の病気のことなど初診時の問診の際に言うことで「歯

科医院で治療や定期健診を受け、さらに医科との連携をおこなうことにより口腔内だけでな

く全身を守ることができる」ことを強調して伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 医療連携啓発パンフレット（表面） 
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患者向けパンフレット５２部、こちらの歯科医師向け医療連携のフローチャート５部を回答

があった１１５医院に配布し、約半年後に啓発効果を確認すべく再度アンケート調査を行っ

た。 

 

 

 

図１１ 医療連携啓発パンフレット（裏面） 
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Ⅴ、第２回アンケート 

 

【アンケート内容】 

事前アンケート後に医療連携啓発媒体を作成し、歯科医院へ送付した。 

これらの効果を調べるために第２回アンケートを行った。 

 

 

歯科病診連携  

②-１大学病院（歯科）への紹介を行っているか  

②-２紹介の頻度  

③紹介先の診療科の種類  

④紹介先の対応についての満足度  

 

医科歯科連携 

⑥-１医科歯科連携を行っているか 

⑥-２医科歯科連携の頻度  

⑦医科への医療連携をする目的  

⑧医科紹介先の対応の満足度   

 

医療連携啓発媒体 

⑩パンフレット・チラシの効果があったと思うか 

⑪患者さんの反応はどうだったか 

⑫今後どのようなシステムがあると良いか 

その他、改善点や希望などを調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回と同様の内容 
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【結果】 

 

②-１大学病院（歯科）への紹介をされていますか 

「はい」と答えた医院は７９医院中７５医院（９５％）であった。 

 

 

②-２前の質問で「はい」とお答えの医院に、その頻度も教えてください 

「年１～３回」と答えた医院が最も多かった。 

 

 

 

 

図１３ 歯科大学病院への紹介の頻度 

 

図１２ 歯科大学病院への紹介の割合 
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③紹介先の診療科を教えてください ※複数選択可  

 

一回目のアンケート結果と変わらず口腔外科への紹介が一番多く見られた。 

 

 

 

④紹介先の対応について、満足度を５（非常に満足）４（やや満足）３（普通）２（やや

不満）１（非常に不満）のうち選んでください 

「やや満足」と答えた医院が一番多く、３２医院であった。 

 

 

  

図１４ 紹介先の診療科の種類 

図１５ 紹介先の診療科の種類 
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⑥-１現在、医科歯科連携をされていますか 

「はい」と答えた医院が８４％（６５医院）であった。 

 

 

⑥-２前の質問で「はい」とお答えの医院に、その頻度も教えてください 

「年１～３回」と答えた医院が一番多かった。 

 

 
図１７ 医科歯科連携の頻度 

図１６ 医科歯科連携の割合 
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⑦医科への医療連携をする目的を教えてください ※複数選択可 

「全身状態の照会」を目的として連携する医院が最も多かった。 

 

 

 

⑧紹介先の対応について、満足度を５（非常に満足）４（やや満足）３（普通）２（やや

不満）１（非常に不満）のうち選んでください 

「普通」が最も多く、次いで「やや満足」、「非常に満足」が多い結果となった。 

 

 

図１８ 医科歯科連携の目的 

図１９ 連携先の対応についての満足度 
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⑩本年８月に送付させて頂いたパンフレット・チラシについて教えてください。医療連携を

行うにあたり、パンフレット・チラシの効果があったと思いますか 

「患者が頻繁にパンフレットを読んでいた」、「患者からの興味を感じた」などのいい意

見もあった一方で、「そもそも活用をしなかった」、「インパクトがない」、「反応を感

じることができなかった」などの意見もあった。 

 

 

 
 

 

⑪患者さんの反応はどうでしたか 

第１回と同様に「普通」が最も多い結果となった。 

 

 

 

 

⑫今後どのようなシステムがあると良いですか 

以下のような意見が記載された。箇条書きで示す。 

・色々な情報を沢山載せるよりしぼってわかりやすいものが良いと思う 

・大学病院の案内パンフレットがあると良い 

・医科歯科連携の重要さをもう少しわかりやすくアピールするパンフレットが欲しい 

・紹介の際に予約の案内をしなくてもいいような詳細が記載されたパンフレットが欲しい 

・４コマ漫画のような親しみやすいパンフレットが良いと思う 

表５ 媒体の効果 

図２０ 患者の反応 
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Ⅵ、第１回・第２回アンケート比較 

②－１大学病院（歯科）への紹介をされていますか 

 

               

⑥-１現在、医科歯科連携をされていますか 

 

第２回アンケートでは医科歯科連携が大幅に向上しており、約２７％向上した。 

第１回 第２回 

第１回 第２回 
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Ⅳ、考察 

第１回のアンケートにより全体を通して様々な意見・要望を得ることができ、現在の

医療連携のシステムの改善点が明らかになった。特に歯科病診連携では連携先の病院の

予約が取り辛いという意見が多く、紹介先の病院の各々の予約システムの改善が必要と

いえるだろう。また歯科医院と歯科大学病院がより緊密な連携を行う必要があり、その

ためには普段からの双方のコミュニケーションの場や普段書面のみでのやり取りが多い

連携であるが、もっと手軽に情報交換ができるシステムを構築する必要があると考えた。 

医科歯科連携については約４０%の歯科医院で医科との連携を行っていないことから

特定の疾患を持つ患者に対してしっかりと医科への対診をとっている医院が少ないよう

に推察された。これに対しては①医科歯科連携を推進することでより患者の全身管理が

向上すること②口腔内のことだけでなく身体全体の健康は口の健康と深い関係性がある

ことの２点を開業歯科医と患者の両者に認識させることが重要だと考え、両者それぞれ

に対して連携を啓発することができる媒体を配布した。 

 

媒体配布後の第２回アンケートでは、歯科病診連携に関しては１回目とあまり差は認

められなかったがその理由としてこの事業以前より連携が積極的に行われていたのでは

ないかと考察した。一方、医科歯科連携は１回目のアンケート時に連携を行っていると

答えた医院は６６％であったが、２回目の回答では８４％であった。この結果から医科

歯科連携に関して今回の医療連携啓発事業の効果が得られたのではないかと考察した。 

しかし、歯科医院から媒体への意見には「高齢者には紙媒体である必要がある為良い」

「媒体を読んだ患者から歯科医師へ質問があり興味を感じた」などの良い意見がある一

方で、「インパクトがない」「反応を感じることができなかった」などの意見もみられた。

これは今回作成した媒体の改善点であり、今後も媒体を作成・配布をすることで医療連

携の推進を図る場合は今回頂いた意見を元に改善を加えた媒体の作成が必須であると考

える。 
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